
2020年（令和2年）9月発足

野口卓也さん ※2020年度ホームタウンプロボノ参加

“みんなが生徒でみんなが先生”となり、それ

ぞれの知識や経験を伝えるイベントの開催

地域の人々の地域参画の入口を作りたい

設立

代表

主な活動

落合・中井社会人大学院（新宿区） 活動紹介

活動のきっかけ



事業戦略検討ワークショップ

ワークショップを通して団体の強みを分析し、

目指したい姿を整理。今後に向けた具体策も

成果物として納品。

プロボノ支援

成果

支援内容落合・中井社会人大学院（新宿区）



活動の目的と概要

主な活動内容
• 地域の選定／コンセプトメイキング

• インタビュートレーニング

• 公開インタビュー×４回

• インタビューメディアの公開

• インタビューメディアの開設・運営ガイドの作成

【背景】ほとんどの地域には、素晴らしい活動をしている人や団体がいる
のに、それらの活動はあまり地域住民に知られていないのではないか？

【目的】地域にある様々な活動と地域の住民をつなげる

【活動概要】地域で活動しているローカルプレイヤーにインタビューを行
い、第三者的視点から地域の住民に情報を伝える



成果物

今後の予定
• 現在のメンバーは今後も小平で活動予定

• 次回は3/8（火）20:00～22:00

ゲストは小平市で様々なイベントを仕掛けている出口みちたかさん

https://note.com/local_players/n/n20a7a156934d

• 他の地域でも展開できるよう、オンラインワークショップを開催

• WEBメディア（動画配信／note＋youtube）

https://note.com/local_players/

• インタビューメディア開設・運営ガイドブック（PDF）

• インタビューの基礎知識（メンバー配布資料／PDF）

• インタビュートレーニングガイド（トレーニング用スライド／PowerPoint）

• イベントスライド（第１回イベント投影スライド／PowerPoint）
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研究内容と結果サマリ
①コロナ渦の現状では対面式のサロンを直ぐに開催することは難しい。

現実に開催できるまでの間に別の方法も模索する。

対面式のサロン以外の方法として、Spatial Chat（ビデオチャットツール）を
使ったオンラインサロンを実施した。

【テーマ】1回目：雑談会、2回目：エンディングノート、3回目：終活
4回目：地域包括支援センターってどんなところ

・Spatial Chatを使えば簡単にアクセスできる。⇒開催時に複数のスタッフが必要。

・開催時間が決まれば場所は問わない。⇒時間が限定され参加したくてもできない。

・テーマを決めれば、参加者が望んでいる内容で進められる。⇒対象者が限定される

・集客やアンケートなどはオンライン上で簡単に行える。

・アバター参加により匿名性がある

・設備不要なので手軽にできる



研究内容と結果サマリー
②対面式のサロンをイメージするために、既存サロンの見学やアンケート調査を実施する。
★期待すること

（子ども世代）同世代との交流、普段できない遊びの体験

（親世代）異世代との交流、親同士の情報交換、福祉情報の交換

（障害者家族）同じ悩みの共有、利用可能サービスの案内、支援するされるではない対等な関係、

（障害者施設職員）仲間作り、非日常空間 （障害当事者）出会い、つながり、居心地の良さ

★希望の空間、雰囲気

（子ども世代）BGM、おもちゃや本・・が置いてある、飲食可能、靴が脱げる

（親世代）Wi-Fiやテレビ（ビデオ流せる）、バリアフリー対応、駐車場完備

ワークショップやイベントができるスペースと内容

（障害者家族）明るく太陽が当たる環境、羽根つきやバドミントンができる空間、話し相手、重度の
障害の方も一緒に過ごせる環境

（障害者施設職員）安全が担保された上で運動ができる空間

（障害当事者）会議室のような殺風景なものではなく、花が飾っているような優しい空間


